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平成２６年第７回仙北市議会定例会の開会にあたり、前回臨

時会後の主な事項について、ご報告をさせていただきます。

【教育指導課】

◇文部科学大臣表彰「学校保健の部」受賞について

中川小学校が、歯と口の健康づくりについて、家庭や医療機

関と連携し、長年継続して取り組んできた実践が評価され、平

成２６年度文部科学大臣表彰を受賞いたしました。

１１月６日に、石川県金沢市で開催された「第６４回全国学

校保健研究大会」の開会式で表彰されました。

◇仙北市教育研究大会について

１１月１４日に、桧木内小・中学校を会場に、仙北市の教職

員で組織している仙北市教育研究会が主催する第４回の研究大

会を開催いたしました。

当日は、市内小・中学校の教職員１９０人が一堂に会し、公

開授業のほか、全体会、分科会を行いました。全体会では、桧

木内小・中学校のこれまでの取り組みなどが発表され、学力向

上に向けた授業改善の具体的視点について提案がありました。

分科会では、授業や市の重点事項の一つであるふるさと学習に

ついて、市内各校の実践を交えながら熱心な協議を行い、大き

な成果を上げて終了いたしました。

◇中学校生徒の活躍について

１１月２３日に、大阪市北区のクリスタルホールで開催され

た「第３０回全日本ＥＣＣ中学生英語暗誦大会全国大会」で、

角館中学校の戸澤彩さんが２年生の部門で最優秀賞を受賞しま

した。

この大会は、英語のスピーチ力や暗唱力を競うもので、戸澤

さんは、発音や抑揚、印象などの審査ポイントで最高点を獲得
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し、見事栄冠に輝きました。

【公民館】

◇仙北市文化祭について

仙北市文化祭が各地区で盛大に開催されました。今年度は国

民文化祭の応援事業として位置付け、１０月１８日と１９日に

角館交流センター、１０月２５日と２６日に生保内市民体育館、

１１月３日に西木温泉クリオンと西木林業者等健康増進施設を

会場に行われました。実行委員会をはじめ、芸能・文化団体等

が一丸となり、日ごろ積み重ねてきた芸術文化活動の成果や作

品の展示、芸能発表などが多数披露され、３地区で延べ１，６

００人ほどが、地域交流を深めながら芸術文化に親しむことが

できました。

【学習資料館・イベント交流館】

◇文化講演会について

１１月４日、樺細工伝承館で角館図書館後援会主催による文

化講演会が行われました。今回は、地域雑誌「谷中・根津・千

駄木」の編集人で、ノンフィクション作家の森まゆみ氏を講師

にお迎えし、「青鞜の冒険─女が集まって雑誌を作るというこ

と」と題した講演をしていただきました。明治期に平塚らいて

うを中心とした文芸誌「青鞜」と、それにかかわった女性たち

について、また、当時の女性を取り巻く社会環境について詳し

くお話していただきました。雑誌編集とともに、地域を意識し

た森さんの活動を知ることができ、聴講された約１００人の方

々からは、東京にも地域文化を大切にする人たちの活動がある

ことが分かり、大変意義深かったとの声が聞かれました。

【スポーツ振興課】

◇２０１５ＦＩＳフリースタイルスキーワールドカップ秋田た

ざわ湖大会について
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ＦＩＳ（国際スキー連盟）のコーディネーターによるインス

ペクション（現地調査・視察）が、田沢湖スキー場で行われ、

ここはロケーションが良くワールドカップの会場の中でも美し

い会場の一つになるだろうとのコメントをいただきました。競

技会場となる黒森山モーグルコースにおいては、コース中央部

の立木伐採及びコース傾斜補正などの整備も終了しております。

また、ワールドカップの関連事業として、秋田県、秋田県ス

キー連盟、田沢湖高原リフト株式会社などが中心となり、「三

浦雄一郎・猪谷千春（いがやちはる）「講演会」ＩＮ秋田実行

委員会」（仮称）を組織し、プロスキーヤーの三浦雄一郎氏と

冬季オリンピック銀メダリストの猪谷千春氏をお迎えして、講

演をいただくことになりました。

講演会は、来年２月１５日の秋田市に続き、翌１６日に仙北

市民会館で開催する予定です。市としても両氏のこれまでの歩

みを市内中学生や市民の方々に広く聴講していただきたいと考

えております。

ほかにもワールドカップをより良い大会にするため、プレ大

会の実施や、選手、コーチ等を対象に、仙北市を紹介するツア

ーなど、ワールドカップの盛り上げに全力で取り組んで参りま

す。

◇スポーツ活動状況について

去る９月２８日に、神奈川県の川崎市体育館で開催された、

第９回全日本クラス別空手道選手権大会で、高校生重量級の部

で角館町の田川颯（たがわはやて）君が、中学生重量級の部で

弟の礼（らい）君が、兄弟揃って見事優勝いたしました。二人

の今後の更なる活躍が期待されます。

【文化財課】

◇仙北市史跡めぐりについて
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１１月１７日に、「歴史とともに『仙北市』の史跡をめぐる」研

修会を開催しました。今回は、西木町の「門屋城」と「古堀田

城」に視点をあて、元秋田県教育庁文化財保護室長の大野憲司

（おおのけんし）氏を講師に招き、この地域の史跡をめぐりな

がら、歴史を理解することの大切さを学ぶ機会とすることがで

きました。

当日は、１７人の参加があり、講師の説明を受けながら現地

を視察しました。その後、樺細工伝承館において、それぞれの

城の歴史や敵に攻め込まれた際の防衛拠点としての内容等につ

いて詳しく紹介いただき、遠く鎌倉時代へと思いを馳せる意義

深い研修となりました。

今後も、視点を変えながら、地域の特徴を活かした歴史関連

の研修会等を計画して参りたいと考えております。

【角館町平福記念美術館】

◇館蔵品展１について

１１月９日から１１月２４日まで、「館蔵品展１」を開催い

たしました。平福記念美術館の所蔵作品と寄託されている作品

の中から、百穂や穂庵の弟子である画家たちの屏風を主に展示

いたしました。鑑賞資料として百穂の屏風下絵も展示しました

ので、作品の制作過程もお楽しみいただけたと思います。

期間中の入館者は、２５３人となっております。

◇児童生徒県南美術展について

１２月６日から来年１月２９日まで、「児童生徒県南美術展」を

開催いたします。

この美術展は、今年で３７回目を迎える県南で最も規模の大

きい伝統のある美術展で、作品が展示された生徒とそのご家族

はもちろんのこと、関係者や来館された方々にも大変喜ばれて

おります。
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１１月２９日には、審査委員長を依頼した秋田大学名誉教授

の佐々木良三氏を中心に審査会を開催し、入賞作品を決定いた

します。子どもたちが一生懸命描いた力作を多数展示しており

ますので、たくさんの皆様にご覧いただきたいと思います。

【国民文化祭推進室】

◇第２９回国民文化祭・あきた２０１４について

１０月４日から１１月３日まで開催されました、第２９回国

民文化祭・あきた２０１４につきましては、市民の皆さんはじ

め、関係者の方々のご協力に心から感謝申し上げます。

国民文化祭は、平成２４年８月に第２９回国民文化祭仙北市

実行委員会を設立し、１０の仙北市主催事業を決定いたしまし

た。

本年度に入ってからは、「『ブンカ☆ステーション仙北市』か

ら、地域を、東北を、日本を元気に！」と「とびっきりの笑顔

で迎えよう！全国のお客様を！！」の二つのスローガンのもと、

事業実施に向け、各事業企画委員会等で多岐にわたる検討を重

ね本番を迎えました。

「民俗芸能の祭典」については、「青少年東北民俗芸能の祭

典」が、１０月１２日にわらび劇場で開催され、満席となるほ

どの大盛況でした。地元の番楽で幕が開き、東北６県の青少年

１０団体が、若々しく元気に芸能を披露し、東北の伝統芸能の

底力を感じていただきました。

「飾山囃子と仙北地方のささら大競演会」は、１０月２６日

に絶好の秋晴れの下、ＪＲ角館駅前の広場で、身動きが取れな

いほど大勢の観客の中で行われました。特に飾山囃子の競演最

後の演目である踊り子１４０人による「秋田おばこ総踊り」や、

ささら大競演会フィナーレの「ささらのなでわたり」は、観客

を魅了するに十分で、民俗芸能の良さを堪能していただくこと

ができました。
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「秋田の文学について知ろう」は、１０月２６日に角館交流

センターを会場に「調べ学習コンクール」表彰式と優秀作品の

発表会がありました。応募作品は、個人、グループ合わせて２

９４点で、参加児童・生徒４７８人の中から最優秀賞３点、優

秀賞８点、団体特別賞２点を表彰し、最優秀賞と団体特別賞の

作品発表を行いました。

表彰式に続く直木賞作家の西木正明氏と森絵都氏の対談によ

る講演会や、期間中に行われた「秋田にゆかりの作家パネル展」

も大好評でした。

１０月２５日に、市民会館で開催された「佐藤貞子～秋田お

ばこ物語～」も整理券が早々に無くなるほどの人気で、昭和初

期に全国を巡業し、「おばこ節」を全国に広めた ｢佐藤貞子 ｣の

一生を、女優の浅利香津代さんの朗読と、貞子の晩年の弟子で

ある仙北市の高橋キヌ子社中の民謡や手踊りとの共演により、

大迫力で描くことができました。

第２部は、北浦の芸能風土に光を当て、古くから伝わる歌い

方や演奏のほか、バンド、サンバなど、現代風にアレンジした

演目に挑戦しました。フィナーレでは、全出演者に婦人会など

も加わり、会場全体で生保内節の大合唱を行い、大きな感動の

中で幕を閉じることができました。

「アート deまちあるき」は、晩秋の角館町の中心市街地の蔵

や商店など、まち全体をアートで満たし、市民や県内外の多く

の皆様に楽しんでいただきました。この事業は、現代アートを

中心とした「ネオ・クラシック！カクノダテ２０１４」、地元

若手作家や中高生の作品と太田家の蔵での音楽会を中心とした

「かくのだてまちなかミュージアム」、内町・外町のライトア

ップをした「光のいざないｉｎ角館」、女性市民ボランティア

によるまちめぐり案内「アートｄｅ角館（まち）めぐり」の４

つのイベントが開催されております。開催期間は、１０月１７

日から１１月３日までの１８日間で、市民の方々はじめ、観光
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客の皆さんからも大変喜んでいただくことができました。

「江戸に花開いた秋田の文化」については、平福記念美術館

で「秋田蘭画展」を、樺細工伝承館においては、「佐竹北家時

代展」を開催しました。江戸に花開いた秋田の美術文化を、秋

田蘭画や佐竹北家にまつわる諸資料を通して探る展覧会で、神

戸市立博物館等のご協力により盛大に開催することができまし

た。

また、１０月５日には、法政大学総長の田中優子氏、西洋近

代美術史の第一人者である高階秀爾氏等の絵画研究者や佐竹知

事による講演・シンポジウムを開催し、秋田蘭画が江戸絵画史

の中で果たした役割や意義を様々な角度から検証し、郷土の偉

人、小田野直武や佐竹義躬等の偉大な業績を再確認する絶好の

機会となりました。

「田沢湖・角館短歌大会」では、全国から短歌作品を募集し、

短歌愛好者相互の交流を図る全国短歌大会を開催しました。

１０月１１日に、角館の武家屋敷や田沢湖畔を散策する「歌

碑めぐり」が行われ、翌１２日は、市民会館を会場に、記念講

演「歌の力」と題し、佐佐木幸綱氏（歌人・早稲田大学名誉教

授）、俵万智氏（歌人）、平野啓子氏（語り部・元ＮＨＫキャ

スター）の３人による鼎談等が行われました。作品は、国内の

みならず海外からも応募があり、総数９，２９８首が寄せられ、

日本歌人クラブ、現代歌人協会等のご協力により、詩情あふれ

るこの地域の風景や歌の世界を全国へ発信することができまし

た。

「大正琴の祭典」は、全国から４２団体、約１，５００人の

出演者の方々をお迎えし、市民会館で開催されました。１０月

１８日のオープニングでは、地元小学生が「ドンパン節」、「生

保内節」を大正琴で奏で、これに手踊りが加わり華やかに幕を

開けました。１９日は、県外の２２団体が素晴らしい演奏を繰

り広げ、フィナーレでは、地元中学生の歌と県内の大正琴愛好
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家が合同で「秋田県民歌」、「今日の日はさようなら」を演奏

し、感動のうちに幕を閉じました。

開催にあたり、公益社団法人大正琴協会の後援をいただき、

秋田県大正琴連盟、仙北市ボランティア協会、高校生ボランテ

ィア、市職員等総出で運営を行いましたが、帰り際にたくさん

の出演者の方々から「スタッフの方々の心遣いに本当に感謝し

ています。ありがとう。楽しかった。」との言葉をいただき、

大変うれしく思いました。

「内陸線アート」は、秋田内陸線とその沿線に住む人々との

ふれあいを通し、地域の魅力を発進することを目的に、地域資

源を活用した地域博物館（エコミュージアム）をイメージしな

がら開催されました。

列車や駅舎等の「アートラッピング」、地域の素材を活用し

た「落ち葉アート」、グラフィックデザイナーと一緒に作りあ

げる「紙風船の制作体験」、「案山子アート」、駅間を結ぶ林道

での「鉄道と渓流の写真撮影会」を開催し、参加者に大変喜ん

でいただきました。

「せんぼく『餅っこ三昧』」は、１０月２６日にかたくり館

で開催され、３００人を超す来場者で賑わいました。

予約制で実施した定員２００人のバイキングは、超満員とな

り、１０時のオープニングから大勢が列をつくり、おつゆ餅、

笹もち、あんこ餅など、約３０種類の餅料理と地元のがっこを

楽しんでいただきました。

郷土芸能披露では、田植踊りや稲穂太鼓など、稲作にちなん

だ芸能が披露されました。また、稲刈り後の田んぼに踊り子さ

んを招いての写真撮影も大人気でした。

「おもてなし事業」では、駅や事業会場・公共施設での「歓

迎」ステッカー付きプランターによる花いっぱい運動や、新幹

線停車駅でのお出迎えとお見送り、酒や料理の振る舞いを実施

しました。３週連続で事業が開催された市民会館では、会館前
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にテント村を設置し、特産物を用いた飲食の提供やお土産の販

売等を行いました。

このほか、１１月３日開催の県のフィナーレイベントでの「角

館祭りのやま行事」の曳山（ひきやま）の運行と激突も、集ま

ったたくさんの観客を大いに沸かせることができました。

なお、国民文化祭開催期間中における仙北市全体の入り込み

数（純粋な会場への入場客数）は、約５５，０００人となって

おります。

期間中は、好天にも恵まれ、各事業が大盛況となりました。

最も評価の高かったのは、学生などによるボランティア活動や、

各事業、案内窓口などでのスタッフ対応の良さでした。角館中

学校３年生や角館高校生、各事業会場、駅前での総合案内など、

ボランティアや企画委員、市役所職員等 ｢緑色のスタッフジャ

ンパーの人たち ｣の応対に高い評価をいただきました。

仙北市では１０事業、イベント総数３０を実施した訳ですが、

県民参加事業や２年前からの国民文化祭応援事業を合わせると、

５０を超す国民文化祭関連のイベントが市内で開催されたこと

になります。これらの事業を仙北市の文化として引き継ぎ、今

後とも関係団体等と連携、協力しながら、「ブンカ☆ステーシ

ョン仙北市」を発展させ、地域文化の保存継承と更なる全国へ

の発信を目指して、職員一丸となって邁進して参りたいと思い

ます。

以上、教育行政に関する報告を申し上げましたが、本定例会

に提案しております教育関係議案につきまして、慎重審議のう

え、ご可決賜りますようお願い申し上げ、教育行政報告といた

します。


